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Ⅰ 調査の概要 

１ 在宅生活改善調査 

(1) 調査目的 

在宅で生活し、現在のサービス利用では生活の維持が困難となっている利用者の

実態を把握し、地域に不足するサービス等を検討する。 

(2) 調査方法  郵送法 

(3) 調査対象  居宅介護支援事業所・小規模多機能型居宅介護事業所 57 

(4) 調査時期  令和２年１月８日～令和２年２月 21 日 

(5) 有効回収数 44（回収率 77.2％） 

 

２ 居所変更実態調査 

(1) 調査目的 

過去１年間の新規入居・退去の流れや、その理由などを把握し、住み慣れた住ま

い等で暮らし続けるために必要な機能等を検討する。 

(2) 調査方法  郵送法 

(3) 調査対象  居住系介護サービス提供事業所・有料老人ホーム・サービス付き高

齢者住宅 83 

(4) 調査時期  令和２年１月８日～令和２年２月 21 日 

(5) 有効回収数 70（回収率 84.3％） 

 
３ 介護人材実態調査 

(1) 調査目的 

介護人材の実態を把握することにより、介護人材の確保に向けて必要な取組等を

検討する。 

(2) 調査方法  郵送法 

(3) 調査対象  サービス提供事業所・有料老人ホーム・サービス付き高齢者住宅 

254 

(4) 調査時期  令和２年１月８日～令和２年２月 21 日 

(5) 有効回収数 事業所票 205（回収率 80.7％）  職員票 468 
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４ 在宅介護実態調査 

(1) 調査目的 

本市の日常生活圏域における高齢者等の実態や課題を把握し、介護予防・日常生

活支援総合事業の評価、及び令和３年度から令和５年度までを計画期間とする「岩

国市高齢者保健福祉計画」策定に資する基礎資料を得ることを目的とするため。 

(2) 調査地域  岩国市全域 

(3) 調査方法  訪問による聞き取り 

(4) 調査対象  市内に居住する要支援・要介護認定を受けている高齢者（在宅） 

(5) 調査時期  令和元年 12 月 24 日～令和２年３月 31 日 

(6) 回収数   686 人（有効回収数 658 人） 
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Ⅱ 調査結果 

１ 在宅生活の維持が難しくなっている人の生活改善のために、必要なサービス等 

（１）在宅生活の維持が難しくなっている人の実態 

項目１ 過去１年間に自宅等から居所を変更している人 在宅生活改善調査 

●過去１年の間に自宅等（※サ高住・住宅型有料・軽費老人ホームを除く）から、居

所を変更した利用者は死亡を除き 328 人であり、回収率 77.2％より、市全体では

420 人程度と推計される。 

●変更先は特養、老健、介護医療院、療養型施設が 34.3％を占め、サ高住・住宅型有

料・軽費老人ホームが 14.2％、グループホームが 5.2％、特定施設が 2.2％となっ

ている。 

[自宅等から居所を変更した利用者の行き先] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3.2 

8.6 

1.3 

4.3 

5.2 

2.2 

0.6 

12.1 

7.8 

12.7 

1.7 

7.8 

3.2 

29.2 

0% 10% 20% 30%

兄弟・子ども・親戚等の家

住宅型有料老人ホーム

軽費老人ホーム（特定施設除く）

サービス付き高齢者向け住宅（特定施設除く）

グループホーム

特定施設

地域密着型特定施設

介護老人保健施設

療養型・介護医療院

特別養護老人ホーム

地域密着型特別養護老人ホーム

その他

行き先を把握していない

死亡

n=463
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●居所を変更した利用者の要介護度は、要介護１が 27.0％、要介護２が 25.2％であ

り、半数を占めている。 

[自宅等から居所を変更した利用者の要介護度の内訳] 

 

 

 

 

項目２ 自宅等に居住していて生活の維持が難しくなっている人 在宅生活改善調査 

●現在自宅等（※サ高住・住宅型有料・軽費老人ホームを含む）に居住しており、現

在のサービス利用では生活の維持が難しくなっている利用者の回答は 212 人で全

体（2,517 人）の 8.4％であり、回収率より 270 人程度と推計される。 

[現在、自宅等での生活の維持が難しくなっている利用者] 

 

 

 

 

 

項目３ 自宅等での生活の維持が難しくなっている人の属性 在宅生活改善調査 

●現在自宅等での生活の維持が難しくなっている人は、「独居・自宅・要介護２以下」

の人が 34.3％と最も多く、「夫婦のみ世帯・自宅・要介護３以上」が 11.3％、「夫婦

のみ世帯・自宅・要介護２以下」が 10.3％で続いている。 

[現在、在宅での生活の維持が難しくなっている利用者の属性] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2.4 
2.2 27.0 25.2 18.5 16.5 8.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=460

要支援1 要支援2 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5

85.5
7.7

0.7
6.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=2,517

自宅等に居住／生活上の問題はない

自宅等に居住／生活の維持が難しい

サ高住・住宅型有料に居住／生活の維持が難しい

サ高住・住宅型有料に居住／生活上の問題はない

No.

回

答

数

粗

推

計

割

合

独

居

夫

婦

の

み

世

帯

単

身

の

子

ど

も

と

の

同

居

そ

の

他

世

帯

自

宅

等

サ

高

住

・

住

宅

型

有

料

介

２

以

下

介

３

以

上

1 73 95 34.3% ● ● ●

2 24 31 11.3% ● ● ●

3 22 28 10.3% ● ● ●

4 21 27 9.9% ● ● ●

5 16 21 7.5% ● ● ●

6 15 19 7.0% ● ● ●

7 11 14 5.2% ● ● ●

8 10 13 4.7% ● ● ●

9 9 12 4.2% ● ● ●

10 7 9 3.3% ● ● ●

11 1 1 0.5% ● ● ●

その他 4 5 1.9%

合計 213 276 100.0%

世帯類型 居所 要介護度
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項目４ 自宅等での生活の維持が難しくなっている理由 在宅生活改善調査 

●本人の状態に属する理由では、要支援１～要介護２の人では「認知症の症状の悪化」

が76.2％と高く、要介護３～要介護５の人では「必要な身体介護の増大」が82.1％、

「認知症の症状の悪化」が 64.3％となっている。 

[自宅等での生活の維持が難しくなっている理由（本人の状態に属する理由）/要介護度別]  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●「必要な身体介護の増大」の具体的な身体介護は、「入浴」、「排泄（日中）」、「排泄

（夜間）」が上位となっている。 

[必要な身体介護が増大した具体的内容] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

70.9

61.5

29.6

22.1

19.2

2.3

2.3

0.5

76.2

48.4

28.6

20.6

11.1

3.2

4.0

0.0

64.3

82.1

31.0

23.8

32.1

1.2

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

認知症の症状の悪化

必要な身体介護の増大

必要な生活支援の発生・増大

その他、本人の状態等の悪化

医療的ケア・医療処置の必要性の高まり

本人の状態等の改善

該当なし

無回答

全体(n=213)

要支援１～要介護２(n=126)

要介護３～要介護５(n=84)

70.2 

62.6 

57.3 

50.4 

48.1 

47.3 

29.0 

13.7 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80%

入浴

排泄（日中）

排泄（夜間）

見守り・付き添い

移乗・移動

更衣・整容

食事摂取

その他

無回答

n=131
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69.5 

64.9 

57.6 

57.0 

35.1 

23.8 

23.2 

21.9 

17.9 

7.9 

18.5 

3.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

薬の飲み忘れ

金銭管理が困難

一人での外出が困難

家事に支障がある

意欲の低下

強い介護拒否がある

暴言・暴力などがある

深夜の対応

徘徊がある

近隣住民等とのトラブル

その他

無回答

n=151

●「認知症の症状の悪化」の具体的な認知症の症状は、「薬の飲み忘れ」、「金銭管理が

困難」、「一人での外出が困難」、「家事に支障がある」が上位となっている。 

[認知症の症状悪化の具体的な症状]  
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●本人の意向に属する理由では、要支援１～要介護２の人では「生活不安が大きいか

ら」が 26.2％、「その他、本人の意向等があるから」が 25.4％と同様の値で高く、

要介護３～要介護５の人では「生活不安が大きいから」が 25.0％となっているが、

いずれも２割台である。 

[生活の維持が難しくなっている理由（本人の意向に属する理由）/要介護度別] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●家族等介護者の意向・負担等に属する理由では、要支援１～要介護２、要介護３～

要介護５の人ともに「介護者の介護に係る不安・負担量の増大」が最も高くなって

いる。 

[生活の維持が難しくなっている理由（家族等介護者の意向・負担等に属する理由）/要介護度別] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

25.4

23.0

20.2

13.1

8.9

7.5

23.0

5.2

26.2

25.4

24.6

14.3

7.1

4.0

19.8

4.8

25.0

20.2

13.1

11.9

10.7

13.1

28.6

4.8

0% 10% 20% 30%

生活不安が大きいから

その他、本人の意向等があるから

本人が、一部の居宅サービスの利用を望まないから

費用負担が重いから

居住環境が不便だから

本人が介護者の負担の軽減を望むから

該当なし

無回答

全体(n=213)

要支援１～要介護２(n=126)

要介護３～要介護５(n=84)

50.2

19.7

18.8

16.9

15.0

7.5

7.0

6.6

8.9

43.7

19.8

15.1

17.5

16.7

7.1

4.8

8.7

10.3

61.9

19.0

23.8

16.7

13.1

8.3

10.7

3.6

6.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

介護者の介護に係る不安・負担量の増大

本人と家族等の関係性に課題があるから

家族等の介護等技術では対応が困難

その他、家族等介護者の意向等があるから

費用負担が重いから

介護者が、一部の居宅サービスの利用を望まないから

家族等の就労継続が困難になり始めたから

該当なし

無回答

全体(n=213)

要支援１～要介護２(n=126)

要介護３～要介護５(n=84)
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（２）在宅生活の維持が難しくなっている人に必要な支援、サービス 

項目５ 自宅等での生活の維持が困難な人に必要なサービス 在宅生活改善調査 

●在宅生活の維持が難しくなっている人の生活の改善に必要なサービスを分類する

と、37.3％の人が「在宅サービスの改善で、生活の維持が可能」であり、「緊急で特

養の入所が必要」な人は１人となっている。 

[自宅等での生活の維持が困難な人に必要なサービス] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

在宅生活者 改善できるサービス 入所・入居の緊急性、特養への申し込みの状況など 

非緊急 

1 人（0.6%） 

特養のみ 緊急 

12 人（6.8%） 

13 人 

非緊急 

9 人（5.1%） 

特養 or 

その他の 

施設等 

緊急 

13 人（7.3%） 

22 人 

非緊急 

10 人（5.6%） 

その他の 

施設等 
緊急 

41 人（23.2%） 

51 人 

86 人 

より適切な 

住まい・施設等 

53 人 
7 人（4.0%） 

3 サービス 

46 人（26.0%） 

その他在宅 

より適切な 

在宅サービス or 

住まい・施設等 

13 人 11 人（6.2%） 

その他在宅 

2 人（1.1%） 

3 サービス 

より適切な 

在宅サービス 

25 人（14.1%） 

上記では改善は 

困難 

そ
の
他 

2,170 人 

在
宅
生
活
者
数 

2,347 人 

特
養
待
機
者 

13 人 

（7.4%） 

 

そ
の
他
施
設
等
の
待
機
者 

73 人 

（41.2%） 

在
宅
サ
ー
ビ
ス
待
機
者 

66 人 

（37.3%） 

 

在
宅
生
活
の
維
持
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
人 

177 人 

（100%） 
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 その他施設等の待機者（73 人） 在宅サービス待機者（66 人） 

住
ま
い
・
施
設
等 

グループホーム 

介護老人保健施設 

特別養護老人ﾎｰﾑ 

住宅型有料 

サ高住 

特定施設 

療養型・介護医療院 

44 人 

23 人 

22 人 

17 人 

15 人 

8 人 

5 人 

60.3% 

31.5% 

30.1% 

23.3% 

20.5% 

11.0% 

6.8% 

グループホーム 

特別養護老人ﾎｰﾑ 

住宅型有料 

介護老人保健施設 

サ高住 

療養型・介護医療院 

特定施設 

24 人 

23 人 

8 人 

6 人 

5 人 

3 人 

2 人 

36.4% 

34.8% 

12.1% 

9.1% 

7.6% 

4.5% 

3.0% 

在
宅
サ
ー
ビ
ス 

－ 

ショートステイ 

通所介護、通所リハ等 

定期巡回サービス 

訪問介護・訪問入浴 

小規模多機能 

夜間対応型訪問介護 

看護小規模多機能 

訪問看護 

訪問リハ 

35 人 

27 人 

19 人 

16 人 

15 人 

10 人 

7 人 

5 人 

3 人 

53.0% 

40.9% 

28.8% 

24.2% 

22.7% 

15.2% 

10.6% 

7.6% 

4.5% 

※必要なサービスの回答は複数回答 

項目６ 特養やその他の施設等に、入所・入居できない理由 在宅生活改善調査 

●特養に入所できていない理由として、要支援１～要介護２、要介護３～要介護５の

人ともに半数近くがまだ申し込みをしていない状況があるが、要介護３～要介護５

の人では、空きがない人が同様の割合でいる。 

［特養に入所できていない理由/要介護度別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

［特養以外の施設に入所できていない理由/要介護度別］ 

 

 

 

 

 

 

  

46.4

47.6

45.8

37.7

19.0

45.8

0.0

0.0

0.0

1.4

0.0

2.1

13.0

28.6

6.3

1.4

4.8

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=69)

要支援１～要介護２(n=21)

要介護３～要介護５(n=48)

まだ、申込をしていない
申込済みだが、空きがない
申込済みで空きはあるが、希望の施設に空きがない
申込済みだが、医療処置があることを理由に入所できない
その他
無回答

48.1

45.6

51.3

26.0

31.1

15.4

2.3

2.2

2.6

0.0

0.0

0.0

14.5

15.6

12.8

9.2

5.6

17.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=131)

要支援１～要介護２(n=90)

要介護３～要介護５(n=39)

まだ、申込をしていない

申込済みだが、空きがない

申込済みで空きはあるが、希望の住まい・施設等に空きがない

申込済みだが、医療処置があることを理由に入所・入居できない

その他

無回答
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項目７ 在宅生活の継続が可能と考えている人のサービスの利用状況 

 在宅介護実態調査 

●施設等への入所・入居を検討していないと回答した割合は、通所・短期系のみで低

くなっている。 

［施設等検討の状況/サービスの利用の組み合わせ別（要介護３以上）］ 

 

 

 

 

 

 

 

●施設等への入所・入居を検討していないと回答した層では、訪問系を利用している

割合が高くなっている。 

［訪問系サービスの利用回数/施設等検討の状況別（要介護３以上）］ 

 

 

 

 

 

 

  

64.7

72.5

45.0

17.6

20.0

25.0

17.6

7.5

27.5

0.0

0.0

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

訪問系のみ(n=17)

訪問系を含む

組み合わせ(n=40)

通所・短期系のみ

(n=40)

入所・入居は検討していない 入所・入居を検討している

すでに入所・入居申し込みをしている 無回答

52.2

63.0

70.0

29.0

25.9

10.0

18.8

11.1

20.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

入所・入居は検討

していない(n=69)

入所・入居を検討

している(n=27)

すでに入所・入居

申し込みをしている(n=20)

訪問系０回 訪問系１～14回 訪問系15 回以上
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項目８ 在宅生活の継続に向けた、家族等介護者の不安を軽減するサービス 

 在宅介護実態調査 

●現在の生活を継続していく上で不安に感じる介護として、要介護３～要介護５の人

では、「夜間の排泄」、「日中の排泄」、「認知症状への対応」の割合が上位となってい

るが、いずれも訪問系のサービス利用が 15 回以上の層で低くなっている。 

[介護者が不安を感じる介護/要介護度別] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

37.9 

12.1 

30.6 

25.0 

33.9 

8.9 

15.3 

17.7 

11.3 

6.5 

6.5 

6.5 

5.6 

1.6 

8.1 

4.8 

12.9 

6.5 

35.1 

41.1 

30.9 

29.4 

28.2 

28.5 

27.3 

20.1 

19.2 

15.0 

6.9 

4.5 

8.4 

1.5 

4.8 

3.9 

4.5 

1.8 

33.6 

32.7 

29.9 

25.2 

15.0 

22.4 

16.8 

29.0 

36.4 

32.7 

16.8 

18.7 

7.5 

1.9 

4.7 

5.6 

2.8 

4.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

外出の付き添い、送迎等

認知症状への対応

入浴・洗身

食事の準備（調理等）

その他の家事（掃除、洗濯、買い物等）

服薬

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

屋内の移乗・移動

夜間の排泄

日中の排泄

衣服の着脱

食事の介助（食べる時）

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

医療面での対応（経管栄養、ストーマ等）

その他

不安に感じていることは、特にない

主な介護者に確認しないと、わからない

無回答

要支援１～要支援２(n=124)

要介護１～要介護２(n=333)

要介護３～要介護５(n=107)
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[介護者が不安を感じる介護/訪問系サービス利用回数別] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

38.7 

43.5 

37.1 

29.0 

16.1 

25.8 

17.7 

30.6 

40.3 

32.3 

19.4 

19.4 

8.1 

1.6 

6.5 

4.8 

3.2 

34.6 

19.2 

23.1 

23.1 

11.5 

23.1 

15.4 

38.5 

38.5 

42.3 

15.4 

15.4 

7.7 

3.8 

3.8 

7.7 

3.8 

21.4 

21.4 

21.4 

21.4 

21.4 

14.3 

21.4 

14.3 

28.6 

28.6 

14.3 

28.6 

7.1 

0.0 

0.0 

7.1 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

外出の付き添い、送迎等

認知症状への対応

入浴・洗身

食事の準備（調理等）

その他の家事（掃除、洗濯、買い物 等）

服薬

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

屋内の移乗・移動

夜間の排泄

日中の排泄

衣服の着脱

食事の介助（食べる時）

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

医療面での対応（経管栄養、ストーマ 等）

その他

不安に感じていることは、特にない

主な介護者に確認しないと、わからない

訪問系_0回(n=62)

訪問系_1～14回(n=26)

訪問系_15回以上(n=14)
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項目９ 在宅生活の継続に向けた、家族等介護者の不安を軽減するサービス 

 地域分析ツール 

●日常生活圏域別の要介護度の状況をみると、要介護３～要介護５の割合は圏域５で

やや高く、要介護１・２の割合は圏域４で高くなっている。 

[要介護度/圏域別] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●認知症高齢者の日常生活自立度の状況をみると、日常生活に支障を来すような症

状・行動や意思疎通の困難さがみられるⅢ以上の割合は、圏域５、圏域２で高くな

っている。 

[認知症高齢者の日常生活自立度/圏域別]  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

8.8

9.2

9.7

8.8

6.1

10.1

11.7

14.7

10.6

10.4

9.6

10.1

22.4

20.1

23.5

23.5

25.2

21.3

21.4

20.7

20.9

21.6

23.1

21.0

13.1

12.4

12.5

13.1

14.7

14.0

12.5

13.0

12.5

13.2

11.3

11.9

10.1

9.7

10.3

9.2

10.1

11.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

地域1

地域2

地域3

地域4

地域5

要支援1 要支援2 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5

12.8

14.2

12.1

13.0

11.1

12.5

16.4

17.9

16.0

17.6

13.1

16.1

16.9

14.6

16.1

18.2

22.2

15.0

25.9

25.3

26.6

26.1

25.2

26.9

16.9

16.4

19.2

16.2

17.6

14.4

4.4

5.0

3.4

3.7

5.0

4.3

6.4

6.4

6.4

5.0

5.4

10.2

0.3

0.3

0.1

0.1

0.4

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

地域1

地域2

地域3

地域4

地域5

自立 Ⅰ Ⅱa Ⅱb Ⅲa Ⅲb Ⅳ M
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●サービス利用の組み合わせの状況をみると、「訪問系のみ」「訪問系を含む組み合わ

せ」の割合が圏域５で低くなっている。 

 [サービス利用の組み合わせ/圏域別] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●訪問系サービスの利用回数は、訪問系サービスの利用自体が少ない圏域５を除くと

15 回以上の割合が圏域４で高くなっている。 

[訪問系サービスの利用の回数/圏域別] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

9.9

9.6

11.0

8.2

11.6

8.9

19.3

19.4

19.1

21.7

22.0

10.2

38.6

39.6

36.6

36.8

38.5

42.9

32.3

31.4

33.4

33.4

27.9

38.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

地域1

地域2

地域3

地域4

地域5

訪問系のみ 訪問系を含む組み合わせ 通所系・短期系のみ それ以外

74.9

75.1

75.1

72.6

72.6

81.9

7.5

7.2

7.6

9.9

6.3

6.3

11.7

11.6

14.2

11.2

11.9

8.0

2.8

3.0

1.1

3.6

3.4

2.8

1.0

1.1

0.8

1.1

1.3

0.3

0.9

0.8

0.2

0.8

2.7

0.0

1.1

1.2

1.1

0.7

1.8

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

地域1

地域2

地域3

地域4

地域5

0回 1～4回 5～14回 15～24回 25～31回 32～49回 50回以上
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●認知症自立度がⅡであって要介護１・２の人の割合が全体の３割を占めており、そ

のうち２/３が居宅で生活をしている。 

●次に認知症自立度がⅢ以上であって要介護３～要介護５の人の割合が全体の約２

割を占めており、そのうち１/４が居宅で生活をしている。 

●また、いずれの状態においても、ショートステイを 15 日以上利用している割合は

低くなっている。 

 [状態別の居所] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[状態別のショートステイの利用状況] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

居宅 特養 老健
介護療
養

GH
特定施
設

医療療
養

医療機
関

その他
施設

介護医
療院

合計

要支援
1～2

17.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.1% 0.0% 0.4% 0.5% 0.0% 18.1%

要介護
1～2

5.2% 0.1% 0.2% 0.1% 0.1% 0.4% 0.0% 1.0% 0.5% 0.0% 7.6%

要介護
3～5

1.8% 0.2% 0.2% 0.0% 0.0% 0.1% 0.1% 1.0% 0.2% 0.0% 3.5%

要支援
1～2

2.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.1% 0.0% 0.1% 0.1% 0.0% 2.4%

要介護
1～2

22.3% 0.3% 1.3% 0.0% 1.0% 2.1% 0.1% 1.3% 2.7% 0.0% 31.0%

要介護
3～5

3.7% 1.0% 0.9% 0.1% 0.3% 0.5% 0.2% 1.6% 1.1% 0.1% 9.5%

要支援
1～2

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

要介護
1～2

3.0% 0.1% 0.4% 0.0% 0.5% 0.3% 0.0% 0.3% 0.4% 0.0% 5.2%

要介護
3～5

5.9% 5.3% 2.4% 0.5% 2.1% 1.0% 0.6% 2.5% 2.2% 0.3% 22.8%

60.9% 6.8% 5.4% 0.8% 3.9% 4.7% 1.1% 8.3% 7.7% 0.4% 100.0%

状態像別の居
所

認知症
自立度
Ⅰ以下

認知症
自立度
Ⅱ

認知症
自立度
Ⅲ以上

合計

14日以
下

15日以
上

合計

要支援
1～2

25.5% 0.0% 25.5%

要介護
1～2

8.3% 0.1% 8.4%

要介護
3～5

2.6% 0.3% 2.8%

要支援
1～2

3.1% 0.0% 3.1%

要介護
1～2

35.9% 0.4% 36.3%

要介護
3～5

6.7% 0.3% 7.0%

要支援
1～2

0.0% 0.0% 0.0%

要介護
1～2

5.0% 0.1% 5.1%

要介護
3～5

11.0% 0.8% 11.8%

98.0% 2.0% 100.0%

認知症
自立度
Ⅰ以下

認知症
自立度
Ⅱ

認知症
自立度
Ⅲ以上

合計
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［検討するべき課題］ 

現在のサービス利用では生活の維持が難しくなっている在宅での介護サービス利

用者は、全体の 8.4％であり、「認知症の症状の悪化」、「必要な身体介護の増大」が

その要因として回答割合が高くなっている。 

可能な限り住み慣れた地域で暮らし続けるために、訪問介護サービスの充実とと

もに、認知症高齢者への支援の充実を図ることが重要である。 
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２ 住み慣れた住まいでの生活維持に資する、施設・居住系サービスに必要な機能 

（１）地域内の居所移動の実態 

項目 10 施設等から退所・退居した人の、居所変更と死亡の割合及び行き先 

 居所変更実態調査 

●退所者のうち死亡者の割合は、「住宅型有料」は 25.0％、「サ高住」は 9.3％であり、

多くが居所を変更している。また、最も多い退居先は「病院・診療所」である。 

●「特別養護老人ホーム」の退所者のうち死亡者の割合は 61.0％となっている。 

［過去１年間の施設等の入居・入所及び退居・退所の流れ］ 

新規入居  退居 
自宅 
 
老人保健施設 
 
住宅型有料 
 
サ高住 
 
療養型・介護医療院 
 
軽費老人ﾎｰﾑ 
 
特定施設 
 
地域密着特養 
 
その他 
 

31 人 
38.8% 
11 人 
13.8% 
3 人 
3.8% 
2 人
2.5% 
2 人
2.5% 
1 人 
1.3% 
1 人 
1.3% 
1 人 
1.3% 

28 人 
35.0% 

80 人 

【住宅型有料】 

12 施設 

166 室 

64 人 

居所変更 

48 人 

75.0% 

病院・診療所 
 
自宅 
 
老人保健施設 
 
特養 
 
地域密着特定 
 
軽費老人ﾎｰﾑ 
 
特定施設 
 
療養型・介護医療院 
 
グループホーム 
 
その他 
 

14 人 
29.2% 
9 人 

18.8% 
5 人 

10.4% 
5 人 

10.4% 
4 人 
8.3% 
3 人 
6.3% 
3 人 
6.3% 
2 人 
4.2% 
1 人 
2.1% 
2 人 
4.2% 

死亡 

16 人 

25.0% 

自宅 
 
療養型・介護医療院 
 
住宅型有料 
 
特定施設 
 
老人保健施設 
 
その他 
 

35 人 
48.6% 
17 人 
23.6% 
6 人 
8.3% 
2 人 
2.8% 
2 人
2.8% 

10 人 
13.9% 

72 人 

【サ高住】 

5 施設 

182 戸 

43 人 

居所変更 

48 人 

75.0% 

病院・診療所 
 
自宅 
 
療養型・介護医療院 
 
老人保健施設 
 
サ高住 
 
特定施設 
 
特養 
 
地域密着特養 
 
その他 
 

9 人 
23.1% 
8 人 

20.5% 
8 人 

20.5% 
4 人 

10.3% 
3 人 
7.7% 
3 人 
7.7% 
1 人 
2.6% 
1 人 
2.6% 
2 人 
5.1% 

死亡 

4 人 

9.3% 
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新規入所  退所 
自宅 
 
老人保健施設 
 
療養型・介護医療院 
 
特養 
 
グループホーム 
 
住宅型有料 
 
軽費老人ﾎｰﾑ 
 
特定施設 
 
サ高住 
 
その他 
 

64 人 
29.0% 
58 人 
26.2% 
33 人 
14.9% 
8 人 
3.6% 
5 人 
2.3% 
2 人
0.9% 
2 人 
0.9% 
2 人 
0.9% 
1 人 
0.5% 

46 人 
20.8% 

221 人 

【特養】 

10 施設 

557 戸 

213 人 

居所変更 

83 人 

39.0% 

療養型・介護医療院 
 
病院・診療所 
 
特養 
 
サ高住 
 
老人保健施設 
 
その他 
 

30 人 
36.1% 
28 人 
33.7% 
8 人 
9.6% 
1 人 
1.2% 
1 人 
1.2% 

15 人 
18.1% 

死亡 

130 人 

61.0% 

 

 

項目 11 各施設から居所を変更した人の要介護度の構成 居所変更実態調査 

●「住宅型有料老人ホーム」では要介護２・３、「サービス付き高齢者向け住宅」では

要介護１・２で居所を変更する割合が高くなっている。 

●「グループホーム」では要介護４・５で居所を変更する割合が高くなっている。 

［居所変更した人の要支援・要介護度/施設別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1.8 

0.0 

0.0 

3.5 

0.0 

0.0 

0.0 

3.6 

10.3 

0.0 

1.4 

0.0 

0.0 

19.6 

28.2 

9.6 

25.2 

19.9 

0.0 

1.2 

23.2 

38.5 

15.4 

19.6 

24.9 

0.0 

2.4 

28.6 

5.1 

21.2 

20.3 

20.3 

0.0 

15.0 

16.1 

12.8 

26.9 

18.9 

24.2 

50.0 

40.7 

7.1 

5.1 

26.9 

11.2 

10.7 

50.0 

40.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

住宅型有料

老人ホーム(n=56)

サービス付き高齢者

向け住宅(n=39)

グループホーム(n=52)

特定施設(n=143)

介護老人保健施設

(n=281)

介護療養型医療施設・

介護医療院(n=6)

特別養護老人ホーム

(n=167)

要支援1 要支援2 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5
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（２）施設・居住系サービスに求められる機能 

項目 12 居所変更の理由 居所変更実態調査 

●「介護老人保健施設」、「特別養護老人ホーム」を除く施設で、退居理由の１位とし

て「医療的ケア・医療処置の必要性が高まったから」と回答した割合が最も高くな

っている。 

［入所・入居者が退居する理由（第１位）/施設別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

単位：％ 

回答数

医療的ケ

ア・医療処

置の必要

性が高

まったから

必要な身

体介護が

発生・増大

したから

必要な生

活支援が

発生・増大

したから

認知症の

症状が悪

化したから

「1」～「4」

以外の状

態像が悪

化したから

住宅型有料老人ホーム 12 33.3 16.7 8.3 - 25.0

サービス付き高齢者向け住宅 5 60.0 20.0 - - 20.0

グループホーム 18 66.7 11.1 - - -

特定施設 11 81.8 9.1 - - -

介護老人保健施設 5 40.0 - - - -

介護療養型医療施設・介護医療院 1 100.0 - - - -

特別養護老人ホーム 10 20.0 - - - -

回答数

入所・入居

者の状態

等が改善

したから

入所・入居

者が、必要

な居宅

サービス

の利用を

望まなかっ

たから

費用負担

が重くなっ

たから

その他

住宅型有料老人ホーム 12 8.3 - 8.3 -

サービス付き高齢者向け住宅 5 - - - -

グループホーム 18 - - - 22.2

特定施設 11 - - - 9.1

介護老人保健施設 5 60.0 - - -

介護療養型医療施設・介護医療院 1 - - - -

特別養護老人ホーム 10 - - - 80.0
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項目 13 各居所の医療処置を受けている人の割合 居所変更実態調査 

●医療処置を受けている利用者が多いのは、介護療養型医療施設・介護医療院、特別

養護老人ホームとなっている。 

●特別養護老人ホームで多く実施している「喀痰吸引」については、サービス付き高

齢者住宅、特定施設では０となっている。 

［受けている医療処置］                                        

単位：人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
［検討するべき課題］ 

住宅型有料老人ホーム、サービス付き高齢者向け住宅においては、「医療的ケア・

医療処置の必要性が高まった」ことにより、「病院や診療所」に居所を変更する割合

が高く、要介護度が高い入居者、医療的ケアが必要な入居者が少ない状況がある。 

居住系の施設において、高齢となっても暮らし続けることができる住居としての

機能を充実させることが重要である。 

 

  

住宅型有料

老人ホーム

サービス付

き高齢者向

け住宅

グループ

ホーム
特定施設

介護老人保

健施設

介護療養型

医療施設・

介護医療院

特別養護老

人ホーム

回答施設数 10 5 15 10 4 1 10

経管栄養 3 0 0 4 6 13 28

喀痰吸引 5 0 1 0 2 11 21

カテーテル 3 0 2 4 1 8 10

褥瘡の処置 2 0 2 6 5 0 11

酸素療法 1 3 0 3 0 0 11

インスリン注射 3 3 1 6 1 2 2

ストーマの処置 2 1 0 3 3 0 6

透析 1 0 0 2 0 0 2

点滴の管理 2 0 0 0 0 0 2

疼痛の看護 0 0 0 1 0 0 0

中心静脈栄養 1 0 0 0 0 0 0

レスピレーター 0 0 0 0 0 0 0

気管切開の処置 0 0 0 0 0 0 0

モニター測定 0 0 0 0 0 0 0
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３ 家族等介護者が就労を継続していくために必要な支援・サービス等 

（１）家族等介護者の就労実態 

項目 14 家族等介護者のうち、就労している人の割合 在宅介護実態調査 

●「就労している介護者」が 45.2％、「就労していない介護者」が 51.1％であった。 

●「フルタイム勤務」が 29.8％、「パートタイム勤務」が 15.4％であった。 

［主な介護者の現在の勤務形態］ 

 

 

 

 

 

項目 15 就労している家族等介護者で「今後も就労を継続していける」と考えている人 

 在宅介護実態調査 

●「問題なく、続けていける」と回答した割合は、フルタイム勤務、パートタイム勤

務ともに２割台後半となっており、「問題はあるが、何とか続けていける」と回答し

た割合を合わせると 70％以上が続けていけると回答している。 

［就労継続の見込み/就労形態別］ 

 

 

 

 

 

 

  

29.8 15.4 51.1 2.0 1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=564

フルタイムで働いている パートタイムで働いている

働いていない 主な介護者に確認しないと、わからない

無回答

26.2

28.7

45.2

47.1

6.5

6.9

4.8

1.1

10.1

5.7

7.1

10.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイム勤務(n=168)

パートタイム勤務(n=87)

問題なく、続けていける
問題はあるが、何とか続けていける
続けていくのは、やや難しい
続けていくのは、かなり難しい
主な介護者に確認しないと、わからない
無回答
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（２）家族等介護者が、就労を継続していくために必要な支援・サービス 

項目 16 就労継続が困難と考えている介護者が不安に感じている介護 

 在宅介護実態調査 

●就労継続が困難と考えている介護者が不安に感じている介護は、「認知症状への対

応」、「その他の家事（掃除、洗濯、買い物等）」、「服薬」、「日中の排泄」の割合が高

くなっている。 

［介護者が不安を感じる介護/就労継続見込み別（上位 10 項目）］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

27.5

26.1

17.4

30.4

26.1

14.5

30.4

14.5

15.9

11.6

38.5

34.2

34.2

30.8

27.4

28.2

18.8

29.1

20.5

17.1

26.9

42.3

34.6

30.8

34.6

34.6

23.1

19.2

23.1

34.6

0% 10% 20% 30% 40% 50%

外出の付き添い、送迎等

認知症状への対応

入浴・洗身

食事の準備（調理等）

その他の家事（掃除、洗濯、買い物等）

服薬

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

屋内の移乗・移動

夜間の排泄

日中の排泄

問題なく、続けていける(n=69)

問題はあるが、何とか続けていける(n=117)

続けていくのは難しい(n=26)
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項目 17 就労継続が可能と考えている介護者はどのようなサービスを利用しているか 

 在宅介護実態調査 

●利用しているサービスの組み合わせが「通所・短期系のみ」の層で「問題なく、続

けていける」と回答した割合が低くなっている。 

［就労継続の見込み/サービス利用の組み合わせ別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●「問題なく、続けていける」と回答した層では、訪問系サービスの利用回数が「15

回以上」の割合が高くなっている。 

［訪問系サービスの利用回数/就労継続見込み別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 
［検討するべき課題］ 

主な介護者のうち 45.2％が就労しており、その７割以上が続けていけると回答し

ているが、フルタイムの人では約１割が難しいと回答している。 

介護離職を防ぐためにも、訪問介護サービスの充実とともに、認知症高齢者への

支援の充実を図ることが重要である。 

  

66.7 

70.6 

66.7 

0.0 

17.6 

11.1 

33.3 

11.8 

22.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

問題なく、続けていける

(n=6)

問題はあるが、何とか

続けていける(n=17)

続けていくのは難しい

(n=9)

訪問系０回 訪問系１～14回 訪問系15回以上

20.0

21.4

6.7

40.0

57.1

33.3

20.0

7.1

33.3

0.0

7.1

0.0

0.0

0.0

6.7

20.0

7.1

20.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

訪問系のみ(n=5)

訪問系を含む

組み合わせ(n=14)

通所・短期系のみ(n=15)

問題なく、続けていける

問題はあるが、何とか続けていける

続けていくのは、やや難しい

続けていくのは、かなり難しい

主な介護者に確認しないと、わからない

無回答
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４ 介護人材の確保に向けて、重点的に取り組むべき事項 

（１）地域の介護人材の実態と、主要な問題・課題 

項目 18 サービス系統別の資格を有する職員の割合 介護人材実態調査 

●「介護福祉士」の割合は、全体では 55.2％、通所系と施設・居住系では５割台後半、

訪問系では 48.0％となっている。 

●資格を有していない職員の割合は、全体では 17.5％、通所系と施設・居住系では２

割台、訪問系では 3.9％となっている。 

［職員の資格保有の状況/サービス系統別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 19 年齢別の資格を有する職員の割合 介護人材実態調査 

●人数の多い 30 歳代～50 歳代の職員については、「介護福祉士」の割合が６割台、資

格を有していない職員の割合が１割台となっている。 

●60 歳代以上では、「介護福祉士」の割合は低くなっている。 

●30 歳未満では、資格を有していない職員の割合が 30.0％となっている。 

［職員の資格保有の状況/年齢別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

55.2

48.0

58.5

57.0

4.5

9.0

2.5

3.3

22.3

37.3

13.9

19.0

17.5

3.9

24.4

20.7

0.6

1.9

0.7

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,986)

訪問系(n=467)

通所系(n=402)

施設・居住系(n=1,117)

介護福祉士 介護職員実務者研修修了相当
介護職員初任者研修修了相当 左記資格を有しない
無回答

55.2

53.1

68.3

69.2

60.1

35.7

19.1

4.5

4.8

3.4

5.6

3.5

4.4

6.4

22.3

11.6

9.8

12.3

24.8

37.2

50.4

17.5

30.0

17.5

12.5

11.1

22.0

23.4

0.6

0.5

0.9

0.4

0.4

0.8

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,986)

30歳未満(n=207)

30歳代(n=325)

40歳代(n=465)

50歳代(n=459)

60歳代(n=387)

70歳以上(n=141)

介護福祉士 介護職員実務者研修修了相当

介護職員初任者研修修了相当 左記資格を有しない

無回答
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2.2

1.3

3.6

3.8

1.1

0.4

0.4

0.7

1.3

0.2

2.6

2.0

3.6

3.8

2.4

0.6

0%5%10%15%20%25%30%35%

男性（正規職員） 男性（非正規職員）

0.9

5.8

9.6

13.0

7.4

2.7

0.9

2.2

5.8

10.8

14.6

11.0

1.8

8.0

15.4

23.8

22.0

13.7

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

70歳以上

60歳代

50歳代

40歳代

30歳代

30歳未満

女性（正規職員） 女性（非正規職員）

n=446

項目 20 サービス系統別の介護職員の性別、雇用形態の状況 介護人材実態調査 

●正規職員の割合は、通所系で 65.2％、施設・居住系で 69.5％と６割台となってい

るが、訪問系では 49.9％と低くなっている。 

●性別・年齢別・雇用形態別の構成割をみると、訪問系では 30 歳代・40 歳代の女性

の割合が高くなっている。 

［正規職員・非正規職員の割合/サービス系統別］ 

 

 

 

 

 

 

 
［性別・年齢別・雇用形態別の構成割合（全体）］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
［性別・年齢別・雇用形態別の構成割合（訪問系）］ 

 

 

 

 

 

 

 

  

64.0

49.9

65.2

69.5

35.0

46.0

34.8

30.5

1.0

4.1

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,986)

訪問系(n=467)

通所系(n=402)

施設・居住系(n=1,117)

正規職員 非正規職員 無回答

4.1

5.4

5.9

2.6

1.5

0.2

0.3

0.5

0.2

0.3

1.1

0.5

4.4

5.9

6.1

2.9

2.6

0.7

0%5%10%15%20%25%30%35%

男性（正規職員） 男性（非正規職員）

4.5

7.4

12.3

13.6

6.0

1.1

1.6

3.1

5.1

6.6

10.8

5.3

6.1

10.5

17.4

20.2

16.8

6.4

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

70歳以上

60歳代

50歳代

40歳代

30歳代

30歳未満

女性（正規職員） 女性（非正規職員）

n=1,964
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［性別・年齢別・雇用形態別の構成割合（通所系）］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
［性別・年齢別・雇用形態別の構成割合（施設・居住系）］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1.7

3.2

3.5

1.0

0.5

0.0

0.2

1.5

1.7

3.2

3.5

1.2

2.0

0.0

0%5%10%15%20%25%30%35%

男性（正規職員） 男性（非正規職員）

4.0

10.2

20.7

14.2

5.2

0.7

1.2

6.2

8.5

7.0

7.5

2.7

5.2

16.4

29.2

21.2

12.7

3.4

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

70歳以上

60歳代

50歳代

40歳代

30歳代

30歳未満

女性（正規職員） 女性（非正規職員）

n=401

5.7

7.8

7.7

2.8

2.0

0.2

0.4

0.5

0.4

0.4

0.9

0.7

6.1

8.3

8.1

3.2

2.9

0.9

0%5%10%15%20%25%30%35%

男性（正規職員） 男性（非正規職員）

6.2

7.1

10.3

13.6

5.6

0.5

2.0

2.3

3.6

4.8

10.6

4.0

8.2

9.4

13.9

18.4

16.2

4.5

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

70歳以上

60歳代

50歳代

40歳代

30歳代

30歳未満

女性（正規職員） 女性（非正規職員）

n=1,117



27 

単位：人

回答数 職員総数 採用者数 離職者数

正規職員 正規職員 正規職員

合計 162 2,221 1,395 305 192 279 167

訪問系 43 520 260 65 41 65 33

通所系 50 440 272 66 48 42 22

施設・居住系 31 1,261 863 174 103 172 112

単位：人

現在の職場

前の職場

合計 139 100% 26 100% 35 100% 78 100%

岩国市内 100 71.9% 15 57.7% 28 80.0% 57 73.1%

他市区町村 37 26.6% 11 42.3% 6 17.1% 20 25.6%

無回答 2 1.4% - - 1 2.9% 1 1.3%

施設・居住系 訪問系 通所系 合計

項目 21 サービス系統別・雇用形態別の勤務時間 介護人材実態調査 

●訪問系では、正規職員、非正規職員ともに、他のサービス系統と比較して勤務時間

が短く 22.3 時間となっている。 

［職員 1 人当たりの 1 週間の勤務時間］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 22 過去１年間の、サービス系統別の介護職員の採用者数・離職者数 

 介護人材実態調査 

●通所系、施設・居住系では、採用者数が離職者数を上回っているが、訪問系では採

用者数と離職者数が同数である。 

●前の職場が介護事業所である場合の職員のうち、全体では 25.6％が前の職場が他

市区町村となっているが、訪問系では 42.3％と高くなっている。 

［介護職員の採用者数・離職者数/サービス系統別］ 

 

 

 

 

 
［前の職場が介護事業所である職員の前の職場の場所/サービス系統別］ 

 

 

 

 

 

  

31.2

22.3

31.8

34.5

36.4

29.8

35.8

38.6

21.7

13.8

24.2

25.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

全体

訪問系

通所系

施設・居住系

合計 正規職員 非正規職員

（時間）
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項目 23 過去１年間の介護職員の採用者の動向 介護人材実態調査 

●「施設・居住系」から「施設・居住系」への転職、働いていなかった、介護以外の

職場から「施設・居住系」への就職、転職が多くなっている。 

●「訪問系」への転職は最も少なくなっている。 

［過去１年間の介護職員の採用者の動向（現在の職場での勤務年数が１年未満の職員）］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）訪問介護サービスの提供の見直しの余地 

項目 24 訪問介護サービス提供時間の内容の内訳 介護人材実態調査 

●小規模多機能ではその他の訪問系のサービスと比較して、身体介護の時間の割合が

低く、調理・配膳の時間の割合が高くなっている。 

［訪問介護サービス提供時間の内容別内訳/サービス系統別］ 

 

 

 

 

  

50.6

29.1

51.9

4.7

1.5

4.8

13.2

31.8

12.1

31.5

37.5

31.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=399)

小多機(n=314)

その他の訪問系(n=314)

身体介護 買い物 調理・配膳 その他の生活支援

転職者の前職場 今の職場 

施設・居住系 施設・居住系 

訪問系 

通所系 

初めての勤務 

介護以外の職場 

61 

14 

15 

8 

3 
5 

4 

通所系 
5 

14 

33 

9 

8 

21 

2 

4 

訪問系 
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1.9
5.3

16.8 14.1
9.1

2.2
1.6

1.6

7.1 13.0
15.8

11.53.5
6.9

23.9
27.1

24.9

13.7

0%

10%

20%

30%

40%

30歳未満 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上

正規職員 非正規職員

0.3 3.7
7.7

19.6

11.9

3.1
0.1 2.7

6.4

13.7

16.9

13.8
0.4

6.3

14.1

33.4

28.8

16.9

0%

10%

20%

30%

40%

30歳未満 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上

正規職員 非正規職員

項目 25 訪問介護員の年齢別のサービス提供内容 介護人材実態調査 

●30 歳未満では、身体介護の時間が 89.2％を占めているが、30 歳代、40 歳代では５

割台から６割台、50 歳以上では４割台となっている。 

●身体介護を提供しているのは、職員数の多い 40 歳代～60 歳代で 75.9％を占めてい

る。 

●生活援助を提供しているのは、職員数の多い 50 歳代、60 歳代で 62.2％を占めてい

る。 

［訪問介護サービス提供時間の内容別内訳/年齢別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
［身体介護の提供時間/年齢別・雇用形態別］ 

 

 

 

 

 

 

 

［生活援助の提供時間/年齢別・雇用形態別］ 
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身体介護 買い物 調理・配膳 その他の生活支援
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［検討するべき課題］ 

可能な限り住み慣れた地域での暮らしを続けるため、また、介護離職を防ぐため

にも、訪問介護サービスの充実が重要であるが、その人材の確保が特に困難な状況

となっている。 

訪問系サービスの人材確保に向けた支援等の取組を進めるとともに、訪問系サー

ビスにおける生活支援サービスの提供を地域の多様な主体により提供するなど、訪

問系サービスのニーズに対応した提供体制を整備することが重要である。 

 

 


